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AI歴25年。数百のAI/データ活用/DXプロジェクト。

1996年、18歳からAIプログラミングを始める。米国ミネソタ大学大学院在学中

に起業し、AIを用いたサービスを開始。AIに関する実装、論文調査、システム

設計、ビジネスコンサル、教育等幅広く手がけた後、AIスタートアップのエク

サウィザーズに参画し、技術専門役員としてAI部門を統括。数人のチームから

スタートし、組織開発しながら40-50のAI案件を並行して行う組織にスケール。

上場後、独立。

働き方や組織開発の視点からDAOの可能性に惹かれ、DAO総研を設立。

国際コーチング連盟ACC。



書籍

8章執筆 技術校閲 「AIと教育」の章執筆 共同翻訳

共同執筆（代表著者） 「AIと教育」の章執筆



これまでの概要（起業家目線）

• １社め（AI / Web1,2)

– アメリカの大学院在学中に学生起業

– 10人規模→ 10期めにして組織崩壊

– １人社長になり14期までつづける

• ２社め（AI）

– DeNA元会長、ベイスターズ元オーナーの春田さんが立ち上げ
たAIスタートアップ（現エクサウィザーズ）の創業期に参画

– AIの統括役員としてグローバルに100人以上採用

– 同時に50のAI案件が動く自律型組織を開発

– 5年で400人規模までスケールし、役員として上場を経験

• ３社め（AI / Web3)

– 退職し、カナメプロジェクトCEO

– AI / Web3 事業に取り組む
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オリエンテーションの構成

• 「人工知能概論」の目的/内容

• 各回予定

• 個人プロジェクトについて

• チームプロジェクトについて

• 評価について

• 宿題について

• 生成AIツール等のデモ
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人工知能概論で学ぶこと
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教育に関わる様々な場面でAIの利活用
を進めるために必要となる人工知能に

関する基本的な知識・技術を習得する。

自身の研究や教育の現場でAIを活用し
たいと思った際に、自ら学び、実現方
法を考えられるだけの基礎力をつける。 

「AI」
を学ぶ

「AI企画の実現のさせ方」
を学ぶ

「AI時代の学び方」
を学ぶ

これらを学ぶ方法を通して

単にAIを学ぶだけでなく、
AIの企画を実現するための力を主体的・対話的に深く学んで身につける。
AI時代の学びの体現者として、次世代の教育を推進していく力を身につける。



生成AIの授業での活用

• この授業では、ChatGPTを始めとするLLM(Large 
Language Model)を最大限活用した授業を行います

• LLMは、教育はもちろん、仕事や社会のあり方まで、今
後広く影響を及ぼします

• LLMは、今後の人生を歩んでいく上で、強力なパート
ナーになります

• この授業では、LLMを活用して出したアウトプットは本
人の実力として評価します

• LLMの活用に関する知見共有を高く評価します
– この授業は相対評価ではありません。皆でLLMの知見を共有し、
授業を通して強力に使いこなせるようになりましょう。
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どのように学んでいくのか
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講義動画視聴

記事投稿とディスカッ
ション

• 完全遠隔
• クラウドグループウェアの活用（Microsoft Teams）

チームで実際に動くAI

を作る/体感

フルリモートでグルー
プウェアを活用し、

2ヶ月でデモ動画作成

AIで実現したいことに
関して１ヶ月でリサー
チし、授業内で達成し
たい目標を自ら決めて
取り組む

AIに関する幅広い知識 チームプロジェクト 個人プロジェクト

ディスカッションメインの講義と２つのプロジェクトを、完全遠隔で行う。授
業はクラウドグループウェアを活用する。



AIに関する幅広い知識を得る
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講義の動画を主軸に置きつつ、各自の興味によるリサーチの共有で講義を補完
していく。

オンライン講義講義

人工知能の基礎から、AIのサービス開発、LLMを活用した最先端の仕組みな
ど

講義リサーチ

もっと知りたいと思った内容等に
関し、調べて投稿。授業でカバー
しきれなかった点に対し、各自の

興味で補完し合う。

AIに関する記事投稿

プロジェクトを進める中で見つけ
たシェアしたい内容を投稿

授業期間を通じて、1000本近い記事を読んでディスカッション



ディスカッション例
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チームプロジェクト
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2−4人のチームを作り、2ヶ月でAIのデモ行うことを目指す
プロジェクトはグループウェア上で、リモート会議等を活用して進める

• チームで実際に動くAIを
作る/体感

• フルリモートでグループ
ウェアを活用し、2ヶ月
でデモ動画作成

チームプロジェクトについて

• テキストから相手の感情を読み取れる
アプリの作成

• 画像認識のアプリ開発

• 授業中の学習者の表情を分析/可視化

• 画像認識を活用した音声ガイドアプリ

• 白黒写真の自動着色

• 仮想キャラクタ“学芸ちゃん”との
人工知能技術を用いた対話アプリの開
発

実際のテーマ例（２０２２年度）



テキストから相手の感情を読み取れるアプリの作成
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LINEのチャットボットを作り、中国語/日本語で話しかけると、話しかけた内容
の感情を分析してフィードバック。チーム全員プログラミング未経験



LLM活用例
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画像認識のアプリ開発
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LLM活用例
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授業中の学習者の表情を分析/可視化
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授業中の生徒の様子を撮影した動画をAIで自動分析し、表情の移り変わりを
データで可視化することで、授業の中でどこの反応がよかったのかを振り返る



画像認識を活用した音声ガイドアプリ
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大学内の建物の看板の画像から、建物の名前を取得して判別
音声ガイドを流す



白黒写真の自動着色
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ディープラーニングを使い、モノクロ写真に色を付けて、カラー写真に変換



仮想キャラクタ“学芸ちゃん”との
人工知能技術を用いた対話アプリの開発
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ディープラーニングを使ったモーションキャプチャーでキャラクターを動かし、
GPT-2と感情分析エンジンを使い、対話ができるキャラクターAIを作成



仮想キャラクタ“学芸ちゃん”との
人工知能技術を用いた対話アプリの開発
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ディープラーニングを使ったモーションキャプチャーでキャラクターを動かし、
GPT-2と感情分析エンジンを使い、対話ができるキャラクターAIを作成



チームプロジェクトのテーマ設定について

21

プロ
グラ
ミン

グ
あり

検証系 機械学習モデルを作り、学習させる等

開発系
AIを組み込んだ、簡単なwebアプリ等の開発。
APIを活用したり、自作の機械学習モデルを組み
込むのもアリ。

プロ
グラ
ミン
グ
なし

No

Code

AutoML系のツールや、APIなどを活用し、何かを
検証、作成。ダッシュボードからのファイン
チューニングなども

リサー
チ

自分の研究テーマに関連し、AIをどう活用できそ
うか等をリサーチ

テーマは基本的に自由ですが、下の表も考えるためのヒントとしてください

チーム
は
ここ



LLMの活用

• ChatGPTや、ChatGPTのAPIを利用して、アプリを作る

• ChatGPT自体について研究する

• ChatGPTを活用して、プロジェクトを進める

– アイディア出し

– 進め方の検討

– 技術調査

– サンプルコード生成

– レポーティング
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個人プロジェクト
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取り組みたいテーマを考え、発表

リサーチプラン発表

AIのサービス開発ワークショップ

リサーチ結果と、この授業の中で達
成することの発表

個人プロジェクト発表

最終発表に向けたプラン発表

AIに関連した取り組みたいテーマに関し１ヶ月でリサーチし、授業内で達成し
たい目標を自ら決めて取り組む。何度も振り返り、学びのサイクルを繰り返し
ながら進む。

コメントでディスカッション

ディスカッションからの気付きをアップデート

サービス開発の視点から企画を見直す

ここまでの学びの振り返り

ディスカッションからの気付きをアップデート



個人プロジェクトのテーマ設定について
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プロ
グラ
ミン

グ
あり

検証系 機械学習モデルを作り、学習させる等

開発系
AIを組み込んだ、簡単なwebアプリ等の開発。
APIを活用したり、自作の機械学習モデルを組み
込むのもアリ。

プロ
グラ
ミン
グ
なし

No

Code

AutoML系のツールや、APIなどを活用し、何かを
検証、作成

リサー
チ

自分の研究テーマに関連し、AIをどう活用できそ
うか等をリサーチ

テーマは基本的に自由ですが、下の表も考えるためのヒントとしてください

個人では
リサーチ
もOK



学びのeポートフォリオ
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授業を通した学びはグループウェアの個人チャンネルに蓄積され、学習記録と
なる

• 自己紹介
• 取り組みたいテーマ
• 講義リサーチ
• AI記事投稿
• プロジェクトリサーチプラン
• AIのサービス開発企画
• 振り返り、気付きとアクション
• チームプロジェクトの振り返り
• 最終発表までのプラン
• クラスメイトのいいね
• クラスメイトとのディスカッション
• 等

学びのeポートフォリオ



人工知能概論で取り入れるAI時代の学び
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主体的・対話的で深い学び
• アクティブラーニング

• Project Based Learning 動画を活用した学び

eポートフォリオ

フルリモート授業

クラウドグループウェア

上での授業
（Microsoft Teams）

AI時代の学びでAIを学ぶことで、次世代の教育を推進していく力を同時に身に
つける

動画を基にしたリサー
チ＋ディスカッション

＝反転授業的なもの
授業でのLLM活用



人工知能概論の目的/内容まとめ

• 「AI」を学ぶ
– 講義動画の視聴

– 講義のリサーチとディスカッション

– 記事投稿とディスカッション

– プロジェクトを通したアクティブラーニング

• 「AI企画の実現のさせ方」を学ぶ
– AIのサービス開発企画

– 個人プロジェクトによるリサーチとアクティブラーニング

– チームプロジェクトによるアクティブラーニング

• 「AI時代の学び方」を学ぶ
– 取組：主体的・対話的で深い学びの体現

– 環境：完全遠隔、ICT活用、学習記録
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単にAIを学ぶだけでなく、
AIの企画を実現するための力を主体的・対話的に深く学んで身につける。
AI時代の学びの体現者として、次世代の教育を推進していく力を身につける。

LLMの
活用方法を
学ぶ！



各回予定
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10/16

10/23

10/30

11/6

11/13

11/20

11/27

12/4
12/11

12/18
12/25

1/8
1/15
1/22



個人プロジェクト進め方予定

• 10/16 授業期間中に自分が取り組みたいテーマを考える（宿題）
– 宿題として取り組み、10/22 23:59 までにTeamsにUP

• 10/23 自分が取り組みたいテーマ発表会
– Teamsに上がっている皆の発表を読んでコメントをする

• 10/23 実現に向けてのリサーチプランを考える（宿題）
– 自分が取り組みたいテーマを実現するために、何をいつまでリサーチするかのプランニング
をする
• 例：既存の事例・研究、必要な技術、ターゲットユーザー等
• 「機械学習 NoCode」や「機械学習 API」などのキーワードも参考にしてください

– 宿題として取り組み、10/29 23:59 までにTeamsにUP

• 10/30 リサーチプラン発表会
– Teamsに上がっている皆の発表を読んでコメントをする
– 他の人の発表を参考に、必要に応じてリサーチプランをアップデート

– リサーチした結果を元に、この授業の中でどこまで達成するかを決め、個人プロジェクトと
する

– 宿題として取り組み、11/19 23:59 までにTeamsにUP

• 11/20 リサーチ結果と、この授業の中で達成すること（個人プロジェクト）の
発表

• 1/15, 22 個人プロジェクト発表
→（相談）1/22 6,7限にまとめませんか？ 29



チームプロジェクトの進め方予定

API等を活用し、チームで実際に動くAIを作る/体感します。
NoCodeもOKです。
もちろん１からプログラミングも歓迎です

• 10/30〜11/5 チーム決め

• 11/6〜11/12 テーマ決め
– 「AI API」「機械学習 API」 「機械学習 NoCode」などで検索
– LLMもテーマとして検討してみてください
– チームごとにテーマ、進め方、役割分担を決める
– テキストにまとめ、11/12 23:59 までにTeamsにUP

• 1/8 チームプロジェクト発表
– 1/7 23:59までにTeamsにUP

– レポート＋デモ
– デモは動いている様子を動画でUP（携帯撮影でもOK）
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チーム決めについて

• 2-4人で１チームを作ります

• メンバーが決まったら、 10/30〜11/5の間にTeams上で
報告する形になります（やり方は別途共有します）

• チームを決めるにあたり、興味関心を軸の一つにするこ
とをお勧めします

• クラスメイトの投稿や自己紹介等を参考にしてください。
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評価について

• 宿題

– 4点ｘ14回 → 56点

• チームプロジェクト

– 20点

• 個人プロジェクト

– 中間 10点

– 最終 20点
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初回宿題(1/2)

• 提出期限：10/22（火）23:59

• 提出方法：Teams

1. Teamsの準備
– Teamsにログインし「人工知能概論2024」のチームに参加し

ていることを確認してください

– 自分のID_名前のチャンネルを作成してください

– 全チャンネルを「表示」の設定にしてください

2. 自己紹介（1点）
– 自分のチャンネルに自己紹介を投稿してください

– 内容、長さは自由ですが「これまでのバックグラウンド」「教
育AI専攻プログラムでやりたいこと」は含めてください。

– 投稿には【自己紹介】と冒頭につけてください
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初回宿題(2/2)

3. 個人プロジェクトで自分が取り組みたいテーマ（2点）
– 考えをまとめ、自分のチャンネルに投稿してください

– AIについて学んでいくのはこれからなので、こんなことをやってみ
たい、実現してみたいといったレベルで大丈夫です

– 今後の宿題で実現に向けたリサーチをし、この授業の中での取り組
みを決めていきます

– 投稿には【取り組みたいテーマ】と冒頭につけてください

4. 生成AIツールを試す（1点）
– 興味のある生成AIツールを試してみてください

– 面白いと思った内容をキャプチャし、自分のチャンネルに投稿して
ください（いくつでもOK）

– ツール名、ツールの概要、URLもあわせて投稿してみてください

– 投稿には【生成AI 1】と冒頭につけてください
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生成AIツール例

• https://aistudio.google.com/

• https://claude.ai/

• https://www.perplexity.ai/

• https://notebooklm.google.com/

• https://aitestkitchen.withgoogle.com/

• https://mapify.so/

• https://replit.com/
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https://aistudio.google.com/
https://claude.ai/
https://www.perplexity.ai/
https://notebooklm.google.com/
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「the wave tv」で検索！
https://www.youtube.com/@thewave_tv

https://www.youtube.com/@thewave_tv
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